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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、令和８年３月戸田市議会定例会前の記者会見にご出席をいただき、誠にありがとうございます。

また、記者の皆様におかれましては、日頃より戸田市に関する情報について、積極的に発信していただいていることに対しまして、深く感謝申し上げます。

本日は、まず本定例会に提案する案件についてご説明し、最後に市政情報についてご説明いたします。
  
今回、議会に提案いたします案件は３４件あり、内訳はご覧のとおりです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、令和７年度３月補正予算案についてです。

まずは、一般会計補正予算第１０号について、総額３０億６，３０２万９千円の補正予算案となり、補正後の総額は、７１６億２,３２３万８千円でございます。

主な内容はご覧のとおりとなっており、歳出としては、「障害者自立支援事業の減分」「感染症対策事業の減分」「施設型給付事業の増分」「蕨戸田衛生センター分担金の増分」「財政調整基金積立金の増分」を計上するものでございます。

また、歳入としては、「株式等譲渡所得割交付金の増分」「地方消費税交付金の増分」「子どものための教育・保育給付交付金の増分」「前年度繰越金の増分」を計上するものでございます。

続きまして、特別会計につきましては、８会計総額１６億７，７２３万６千円の減額補正予算案となります。

令和７年度３月補正予算案については以上でございます。


HHI8FE =HFHEE

FEGOHBEAA | |

BTLWwH<A
i 675{3,30050FH
(RIEEL +28E3005H +4.3%)

I P 26089,02554FH

(MIEELk A6181,7297A5FH N2.3%)

PO 936{82,32554FH

(RIEELLL +218,570A5FH +2.4%)

SH8F1A29H FHHEARESR oA |6

lli


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、令和８年度当初予算案について、ご説明いたします。

はじめに、一般会計の予算総額としては、６７５億３，３００万円と過去最大の予算額となっており、前年度比４.３％の伸び率でございます。
この増加につきましては、小・中学校の増改築や東部分署の建て替えに係る工事費等が主な要因となっております。

次に、国民健康保険特別会計ほか９の特別会計の合計としては、２６０億９，０２５万４千円の予算額となっており、前年度比２.３％の減少でございます。
この減額につきましては、新曽第一、第二土地区画整理事業特別会計の事業費の減額などが主な要因となっております。

全会計の総合計では、過去最大である９３６憶２，３２５万４千円の予算規模となっており、前年度比２.４％の伸び率でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、第５次総合振興計画の基本目標に沿って、令和８年度当初予算編成におけるポイントについてご説明いたします。

令和８年度当初予算においては、第５次総合振興計画において定められた「目指すべき都市像」の実現に向けて、ご覧のとおりさまざまな事業に取り組んでまいります。

それでは、これらの事業の中から一部をピックアップし、ご説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初めに、とだっ子の教育環境の整備にまつわる事業について、ご説明いたします。

まず、「小・中学校給食費無償化」についてです。
本市では、今年度から市が独自で「中学校給食費無償化」を実施していますが、この度、国および県の給食費負担軽減交付金を活用し、新たに「小学校給食費無償化」を実施いたします。
これにより、市立小・中学校給食費の完全無償化を実現いたします。
また、これに加えて、食物アレルギーや不登校等により給食の提供を受けていない児童・生徒に対し、学校給食費相当額を助成いたします。

次に中学生海外派遣事業についてです。

この度、「世界で活躍できるとだっ子」の育成を目指し、国際大学と連携した派遣プログラムを実施いたします。

市内在住の中学生を対象に募集を行い、戸田市と包括連携協定を結んでいる「創志学園」の系列校であり、ニュージーランドにある国際大学「IPU New Zealand」へ派遣いたします。
実施時期は令和９年１月を予定しており、生徒たちには実際に学生が利用している寄宿舎に滞在していただきます。

派遣する生徒の選定にあたっては、英語力はもちろんのこと、本人の主体性、自立性、探究心等を考慮してまいります。

次に、中学校武道場へのエアコンの設置についてです。
これまで空調設備のなかった武道場ですが、試験的導入の結果を踏まえ、市内全中学校の6校を対象に、設置いたします。
これにより、夏季の厳しい暑さを軽減し、生徒が授業や部活動に安心して取り組める環境を整えてまいります。

「とだっ子の教育環境の整備」に関する事業については、以上でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、外国人市民への生活支援事業についてご説明いたします。

近年、外国人市民の増加に伴い、言語や文化の違いによる相談が増えております。また、外国人市民が、生活ルールを知らないことにより、行き違いなども発生しております。そして、海外などから市内小・中学校へ転入する児童生徒も、増加傾向にある状況です。

こういった背景から、外国人市民への生活支援として、３つの事業を実施してまいります。

まず、「『くらしとせいかつガイド』の作成・配付」についてです。
本市では、ごみ出しのルールや生活上のマナーなどをまとめた外国人市民向けのガイドを作成・配付いたします。

ガイドは、多言語対応となるよう「やさしい日本語」「英語」「中国語」「韓国語・朝鮮語」「ベトナム語」の５言語で作成いたします。
公共施設の窓口や、外国人市民が就労している特定技能所属機関などを通じて、１０月からの配付を予定しております。 

次に、「生活ルール講座」および「文化・習慣講座」の実施についてです。
本事業につきましては、戸田市国際交流協会の主催で実施していただくことになっております。

最後に、喜沢小学校内に新たに「日本語初期指導教室」を設置いたします。

本教室には、有資格者の日本語指導員を配置し、来日して間もないなどの「日本語能力が初期段階にある児童」を対象に、１カ月程度の集中的な日本語指導を実施してまいります。
なお、喜沢小学校に加えて、同じく対象児童の増加が見られる戸田第二小学校、戸田東小学校の３校に在籍する児童を対象といたします。

これにより、言語や生活環境の違いに配慮しながら、対象児童の着実な日本語能力の定着、学校生活への円滑な適応を支援してまいります。

外国人市民への生活支援事業については、以上でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、重大事故を未然に防ぐための適切な維持管理に関わる事業について、ご説明いたします。

八潮市での道路陥没事故の発生から１年が経過いたしましたが、同様の事故を未然に防止し、市民の皆様の安心と安全を確保するための点検や調査・修繕は、必要不可欠となります。
そこで市では、ご覧の３つの事業を実施することといたしました。

初めに、道路の「路面下空洞調査」および「路面性状調査」について、緊急輸送道路や主要道路などに重点を置いて実施いたします。

次に、「水路構造物健全度調査」および「老朽化水路修繕」の実施についてです。

本調査では、水路構造物の老朽化に伴う事故防止のため、委託業者が水路内部に入り、構造物を詳細点検いたします。

次に、「防火貯水槽 長寿命化事業」について、設置から５０年以上が経過し老朽化した「防火貯水槽」の長寿命化を進めてまいります。

「重大事故を未然に防ぐための適切な維持管理」については、以上でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、鉄道駅ホームドア設置促進事業について、ご説明いたします。

昨年も市内の鉄道駅ホームでの痛ましい人身事故がありました。こうした人身事故を“ゼロ”にしたいという願いのもと、市長就任当初から、東日本旅客鉄道株式会社様に対して、ホームドアの早期設置を繰り返しお願いしてまいりました。

そして、過日、東日本旅客鉄道株式会社大宮支社様と市内の埼京線駅について、ホームドア設置計画に係る事前協議を行い、順次ホームドア整備に着手する方向性が示されたところです。

これを受けて市では、「鉄道施設総合安全対策事業」の補助制度に基づき、ホームドア設置に係る市の負担分について、令和９年度の使用開始を見込み、令和８年度当初の一般会計予算に債務負担行為を設定することといたしました。

なお、令和９年度に使用開始を見込む鉄道駅は、北戸田駅および戸田駅の２駅となります。

鉄道駅ホームドア設置促進事業については、以上でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、「リチウムイオン電池等分別対策パッケージ」についてご説明いたします。

本市では、収集時等の発火事故を防ぐ「安全回収」と、市民の皆様の「ごみの分別行動促進」の２つの対策を柱に、７つの取り組みを一体的に実施してまいります。

まず、「リチウムイオン電池等の安全回収対策」としては、「民間施設を活用したリチウムイオン電池等回収の促進」「小型家電回収ボックスへの初期消火機能の導入」そして、昨年度実施した「リチウムイオン電池等回収袋の全戸配布」を３回実施いたします。

続いて、「ごみ分別の行動促進対策」としては、「ＡＩを活用したごみ分別アプリの作成」「ごみ分別学習コンテンツの作成・提供」「資源回収カゴ分別ステッカーの作成・貼付」「リチウムイオン電池等の適正廃棄に関する啓発チラシ作成」を実施いたします。

特に、「ごみ分別学習コンテンツ」では、「ごみ分別マイスター」などの称号を設け、子どもから大人まで楽しみながら学べるコンテンツの作成を目指してまいります。

「リチウムイオン電池等分別対策パッケージ」については以上でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、「戸田市市制施行６０周年関連事業」についてです。

本市は、今年１０月１日に市制施行６０周年を迎えます。“未来に向けてさらに歩みを進める、大きな節目”を、市民の皆さまとともに祝うため、さまざまな記念事業を実施してまいります。

まず初めに、１０月３日（土）に開催予定の「市制施行６０周年記念式典」についてご説明いたします。

記念式典では、市内功労者や、「戸田市市制施行６０周年記念ロゴマーク・キャッチコピー」考案者などへ、表彰状や記念品を贈呈する「表彰式」を実施いたします。
また、市内団体の皆様にご協力いただき、ダンスや演奏などのパフォーマンスで、式典に花を添えていただきます。

式典のほかにも、市内外の皆さまに戸田市の６０周年をＰＲするための、記念ノベルティグッズの制作・配布を予定しております。

次に、「第７３回戸田橋花火大会」について、新たな企画を２つ実施いたします。

まず１つ目は、市民がデザインするオリジナル花火の打ち上げです。

ワークショップ参加者の皆様がプログラミングした花火を、今年開催する戸田橋花火大会で実際に打ち上げます。

２つ目は、６０周年を祝う観覧者参加型花火の実施です。

大会プログラムの中で、観覧者が参加しながら楽しめる企画を実施し、観覧者の皆様の思い出に残るイベントをつくりあげていく予定です。

最後に、「戸田マラソンin彩湖２０２６」についてご説明いたします。

新たな参加者層の創出を促し、大会運営の根幹となる参加者数の増加を図るため、６０周年を記念して新たに「駅伝」種目を追加いたします。

「駅伝」種目は、チーム内のみならず観戦する人の応援も生まれ、大会自体の活気とチームプレーによる一体感を生み出すことができる種目です。
「駅伝」種目を新たに実施することで、「戸田マラソンin彩湖」の大会の魅力向上につなげ、持続可能な大会運営を目指してまいります。

「市制施行６０周年関連事業」については、以上でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、これより市政情報についてお伝えいたします。

「資料Ｆ」北大通り雨水貯留管の見学会開催についてです。

令和３年度から５年間にわたり整備を進めてまいりました北大通りの『雨水貯留管』が、いよいよ３月末に完成いたします。

この貯留管は、戸田駅西口付近から山宮橋付近までの地下に設置されたもので、内径６メートル、延長は約９２０メートルに及びます。
貯留能力は２万６千立方メートル、２５メートルプール約８６杯分に相当し、浸水被害の軽減に大きな役割を果たします。

そこで、この度の完成に伴い、完成式典と、貯留管内部の見学会を開催することといたしました。

完成式典は、３月１２日（木）午前１０時から、関係者のみで執り行います。

見学会は、同日午後１時から、１枠４０分のツアーを計５回実施いたします。
地下への階段昇降が可能な市民の方を対象に、各回２０名、合計１００名を募集いたします。

応募期間は２月２日から１５日まで、市ホームページの専用フォームにて受け付けいたします。 
なお、令和８年度以降も同様の見学会を随時開催してまいります。

本事業の担当部署は、下水道施設課となります。
「資料Ｆ」につきましては、以上でございます。
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